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紫外線によるヤマメ精子の遺伝的不活化

米沢純爾・長谷川敦子・渡辺裕之＊

紫外線照射により魚類の精子を遺伝的に不活化させ

る手法が開発され')，雌性発生の誘起が比較的簡易な

設備で可能になった。ヤマメの精子についても雌'性発

生誘起への活用が期待されるが，そのために必要な遺

伝的不活化条件については研究事例が少ない2)。そこ

で今回，紫外線によるヤマメ精子の遺伝的不活化条件

をより明確にするための実験を行った。また，この実

験にあわせて，紫外線照射が精子の運動機能におよぼ

す影響を調査した。

オカメラを用いて精子の運動状態を録画した。再生画

像の重ね合わせにより等張液添加約１０秒後における

運動精子と非運動精子の判別を行い，精子運動率（運

動精子数／観察精子数×100）を算出した。卵の受精率

は実験１，２における媒精卵から各区30粒の卵を抽出

し，２～８細胞期における卵割の有無を観察することに

より算出した。

結果

実験１（0.5ｍﾉ処理）紫外線照射量と発眼率の関係

を図’に示した。発眼率は紫外線照射量の増加に伴っ

て低下した後，L200erg/ｍｍ２区でいったん上昇し，

その後再び低下した。発眼卵を，半数体症候群を呈し

た個体（以下，奇形発眼卵と記す）と正常な個体（以

下，正常発眼卵と記す）に区分すると，図ｌに示した

ように紫外線照射量がL200erg/ｍｍ２以上の区では正

常発眼卵は出現せず，発眼卵は全て奇形発眼卵であっ

た。奇形発眼卵からのふ化個体は皆無であった。

実験２（1ｍﾉ処理）紫外線照射量と発眼率の関係を

図２に示した。発眼率は紫外線照射量の増加に伴って

低下した後，2,400erg/ｍｍ２区でいったん上昇し，そ

の後再び低下した。紫外線照射量が2,400erg/ｍｍ２以

上の区では正常発眼卵は出現せず，発眼卵は全て奇形

発眼卵であった。奇形発眼卵からのふ化個体は皆無で

あった。

紫外線照射精子の運動率と卵の受精率紫外線照射

量と精子の運動率および受精率の関係を図３，４に示

した。実験１，２とも概ね紫外線照射量の増加に伴い精

子運動率が減少する傾向がみられ，とくに実験ｌにお

ける5,400erg/ｍｍ２以上の照射区では精子運動率は０

％であった。卵の受精率は実験１，２とも概ね紫外線照

射量の増加に対応して減少する傾向がみられ，実験’

における5,400erg/ｍｍ２以上の照射区では受精率が０
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年魚より採取した精液と卵を用い，1987年１０月に実

験を行った。精液を人工精漿3)で１００倍希釈した後，

内側にワセリンを塗った内径90ｍｍのガラスシヤー

レに分注した。分注量を0.5ｍノとした場合を実験１，１

ｍノとした場合を実験２とした。

紫外線照射東芝製殺菌灯GL-l5を用い実験１，２

とも希釈精液に対し’20～l0800erg/ｍｍ２の範囲で

10段階の線量の紫外線照射を行った。紫外線照射にあ

たっては照射時間を６０秒に固定し，殺菌灯とシャー

レ底面との距離調節により線量を調整した。紫外線強

度の測定にはTOPCON社の紫外線強度計UVR-254

を使用し，紫外線照射中はシャーレを振とうした。

遺伝的不活化の判定各区の紫外線照射精液と紫外

線を照射していない対照区精液を，それぞれ150～200

粒の卵に媒精した。受精卵の発生を観察し，半数体症

候群')の発現状況から精子の遺伝的不活化を判定した。

紫外線照射精子の運動率と卵の受精率実験１，２

で作出した１０段階の紫外線照射精液および紫外線を

照射していない対照区希釈精液から各区ごとに５匹の

照射精液を取り出し，４５１１/の等張液を加えて精子の運

動を開始させた。その際，倒立顕微鏡に装着したビデ
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考察

0.5ｍﾉ処理ではL200erg/ｍｍ２以上で，，ｍﾉ処理で

は2.400erg/ｍｍ２で全ての発眼卵が半数体症候群を呈

し，ふ化個体は皆無であった。従って，それらの紫外

線照射量以上の区では精子が遺伝的に不活化され，雌

性発生が誘起されたと考えられる。吉沢ら2)は精液の

'００倍希釈’0.5ｍ/処理の条件において，2,700erg／

ｍｍ２以上でヤマメの精子が遺伝的に不活化されたと

報告しているが，今回の実験１で得られた不活化必要

線量はそれよりも低い値であった。実験１，２の結果か

ら処理精子の密度が高まると，遺伝的不活化にはより

多くの照射線量が必要であることがわかった。従って

精子の不活化条件をより明確にするには，今後，精液

の希釈倍率だけではなく，供試精液の精子密度に配慮

した実験が必要と考える。

今回の実験１１２において紫外線照射量の増加に伴

い低下した発眼率がHertwig効果4)によりいったん上

昇するものの，照射紫外線量がさらに増えると発眼率

が再び低下する現象がみられた｡このような現象は吉

沢ら2)の実験でも出現している。今回行った精子の運

動率に関する実験結果から，紫外線照射量の増加が精

子の運動機能を衰弱させ，受精率の低下を招くことが

示唆された。従って，Hertwig効果が期待される紫外

線照射量域における発眼率の低下は，運動精子の減少

による受精率の低下が原因となっている可能性が高い。

多数の卵に対し雌性発生を確実に誘起するためには，

不活化精子を用いる場合の適正媒精量を明らかにして

いく必要があると考える。
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